







































































































り、会費は、1 ヶ月に 15￠、家族での入会は 1 ヶ月 25￠とされている。また、
婦人部の下には、婦徳修養の目的で「積善講」が組織されていた。1908 年
1 月 24 日には、法友会評議員会において、教化活動として夜学部・運動部
が新たに設置され、「合同教会」と呼ばれる法要の開催も決定された8）。夜
学部では、白人教員による英語教育がおこなわれ、運動部では、「体育養成」





1914 年 10 月 6 日に起きた、「布哇女学校生徒同盟休校」事件が発端となっ















































（『浄土教報』1916 年 9 月 15 日 1233 号 :10-11）
ここで伊藤開教使長によって提出された議案に於いて、初めてハワイの法
律が意識されるようになる。しかし、実際に現地の法律に依る教団組織につ
































第 2 に、開教使長の頻繁な交代・帰国が続いたことである。1917 年に第
二代開教使長の伊藤円定が辞任し帰国することになる20）。そして、1920 年
には、第三代開教使長久家慈光が病気の為に辞任する21）。また、1922 年に
は、第四代開教使長立川真教が病気療養の為 1 年間日本へ帰国している 22）。
このような状況では、開教使会議などに於いて、法人申請に関する議論がな
されるのは難しかったであろう。




動は 1924 年 2 月に立川が復帰することによって収束する。






























































































































また、『浄土宗開教院日鑑』に依ると 10 月 3 日には教団規則の原案を福





れた草案は、10 月 8 日の信徒総役員会において決議され、教団規則をハワ
イ全島に配布することが決められる。そして、1927 年 11 月 20 日、政府
の認可が下り、財団法人布哇浄土宗教団の設立が完了する30）。
４．教団規則から見る教団運営の在り方
1927 年 10 月 8 日に決定された、財団法人布哇浄土宗教団の規則は、『浄土































































































日布時事社『日布時事』1910 年 6 月、1914 年 10 ～ 12 月、1919 年 7 月、
1925 年 2 月～ 3 月、1927 年 7 月～ 12 月








浄土教報社『浄土教報』1906 年 683 ～ 727 号、1916 年 1233 号、1917
年 1279 ～ 1299 号、1920 年 1401 ～ 1405 号、1926 年 1680 ～
1692 号















































教院日鑑』と呼称している。また、当資料は筆者が 2016 年 6 月 19 日
～ 7 月 1 日まで浄土宗ホノルル別院にて行った調査において、許可を
得て閲覧、複写したものである。
５）フーヴァー研究所ライブラリー＆アーカイブズの邦字新聞デジタル・
コ レ ク シ ョ ン を 利 用 し た。（http://hojishinbun.hoover.org/cgi-bin/
hojishinbun　最終アクセス 2017 年 9 月 15 日）
６）［中村周愍編 1898:5-6］
７）『浄土教報』1906 年 2 月 19 日 683 号 :7-8
８）［新保 1987:188-189］
９）『法友』は筆書の管見の限り、東京大学の明治新聞雑誌文庫に所蔵され








10）『浄土教報』1906 年 6 月 11 日 699 号 :5
11）［新保 1987:189-191］、『日布時事』1910 年 6 月 16 日号、同学校の設
立に関しては、『布哇報知』が賛成、『日布時事』が反対という立場で、
日系社会にその必要性を問い、その結果 1911 年 1 月に開校式が行われ、
40 名の生徒が集まった。
12）『日布時事』1914 年 10 月 15 日号によると、当時の日本総領事が生徒
の代表と面会し、解決策を相談したようである。
13）『日布時事』1914 年 11 月 16 日号
14）『日布時事』1914 年 11 月 17 ～ 19、21、23、25、28、30 日、12 月
1 ～ 3 日、5、7、16 日号












20）『浄土教報』1917 年 8 月 10 日 1279 号 :8
21）『浄土教報』1920 年 2 月 20 日 1401 号 :9。また、浄土宗発行の『宗報』
によると、ハワイからの帰国後 7 月には、朝鮮開教区開教区長へと任











26）『日布時事』、『布哇報知』1925 年 2 月 13 ～ 17 日号































に――」を参照［魚尾 2017］。ちなみに 1898 年のハワイへの開教費
は 600 円であった。
一九
